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部部門門  氏氏名名  研研究究分分野野  キキーーワワーードド  頁頁  

素素
材材
・・
加加
工工
部部
門門  

蓑輪圭祐 （安全・防災部門参照）  98 

村中貴幸 機械工学科 板成形，焼付き，チタン 133 

山田健太郎 教育研究支援センター 機械設計，機械加工 134 

山脇夢彦 物質工学科 反応有機化学，有機合成化学，有機光化学，ファインケミカル 135 

計計
測測
・・
制制
御御
部部
門門 

青木宏樹 一般科目教室（自然科学系） 体力測定，子ども，運動遊び 139 

金田直人 機械工学科 機構設計，繊維機械，画像処理，シーケンス制御 140 

亀山建太郎 機械工学科 
制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボット， 
農工連携 

141 

北川浩和 教育研究支援センター 
機械加工，汎用工作機械，エンジン分解組立て，電子工事， 
電気工作，組込み型マイコン 

142 

北野公崇 教育研究支援センター 光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 143 

小松貴大 （情報・通信部門参照） 
 

106 

佐藤 匡 電気電子工学科 予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 144 

千徳英介 機械工学科 温度計測，切削抵抗，工具磨耗，レーザフォーミング 145 

西 仁司 電子情報工学科 信号解析，画像解析，ものづくり 146 

林田剛一 教育研究支援センター 複合現実，機械設計，仮撚加工，シーケンス制御，空圧機器 147 

米田知晃 電気電子工学科 イオンビーム，放射線，センサ，回路設計 148 
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所所属属部部門門  地地域域・・文文化化  環環境境・・生生態態  エエネネルルギギーー  安安全全・・防防災災  情情報報・・通通信信  素素材材・・加加工工  計計測測・・制制御御  

機機    械械  

工工学学科科  

  藤田克志 

○芳賀正和 

  加藤寛敬 

村中貴幸 

○高橋 奨 

◎亀山建太郎 

千徳英介 

金田直人 

電電気気電電子子  

工工学学科科  

  山本幸男 

秋山 肇 

 濱住啓之 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

◎松浦 徹 

西城理志 

福嶋宏之 

佐藤 匡 

米田知晃 

電電子子情情報報  

工工学学科科  

  ◎高久有一  斉藤 徹 

青山義弘 

波多浩昭 

◎小越咲子 

川上由紀 

小松貴大 

 西 仁司 

○小松貴大 

物物    質質  

工工学学科科  

 髙山勝己 

○松野敏英 

◎後反克典 

川村敏之 

坂元知里 

上島晃智 

  ○佐々和洋 常光幸美 

松井栄樹 

西野純一 

古谷昌大 

山脇夢彦 

 

環環境境都都市市  

工工学学科科  

奥村充司 奥村充司 

 

 

 吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

○田安正茂 

◎樋口直也 

大和裕也 

芹川由布子 

蓑輪圭祐 

 蓑輪圭祐  

一一般般科科目目  

（（自自然然系系））  

長水壽寛 

柳原祐治 

井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

土田 怜 

◎長谷川智晴 

挽野真一 

古谷峻熙 

東 章弘 

松井一洋 

  岡本拓夫  長谷川智晴 

 

青木宏樹 

一一般般科科目目  

（（人人文文系系））  

市村葉子 

池田彩音 

松山哲士 

中谷内悠 

川畑弥生 

○木村美幸 

森  貞 

原口 治 

宮本友紀 

藤田卓郎 

木下若奈 

      

教教育育研研究究  

支支援援ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー  

白﨑恭子 小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

片岡裕一 

白﨑恭子  清水幹郎 

中村孝史 

内藤岳史 

北川浩和 

堀井直宏 

藤田祐介 

山田健太郎 

久保杏奈 

北川浩和 

北野公崇 

林田剛一 

◎部門長，○副部門長 
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

水水平平 22 軸軸地地震震波波振振動動台台（（㈱㈱ササンンエエスス，，SSPPTT22DD--2200KK--8855LL--8800TT））    

携携帯帯用用振振動動計計（（㈱㈱東東京京測測振振，，SSPPCC--5522  //  VVSSEE--1155DD--66））    

地地震震工工学学教教育育用用実実験験装装置置（（手手回回しし携携帯帯振振動動台台ななどど））    

    

    

【【木木材材をを用用いいたた地地盤盤補補強強技技術術】】  

土土木木分分野野ににおおけけるる木木材材のの需需要要拡拡大大ののたためめ，，丸丸太太をを地地盤盤にに打打設設ししてて地地盤盤補補強強

すするる技技術術をを開開発発しし，，住住宅宅のの液液状状化化対対策策やや盛盛土土のの軟軟弱弱地地盤盤対対策策にに利利用用ししてていい

まますす。。右右図図はは福福井井県県小小浜浜市市でで行行っったた現現場場施施工工実実験験のの様様子子でですす。。  

  

【【文文化化財財建建造造物物のの防防災災対対策策】】  

文文化化財財建建造造物物をを自自然然災災害害かからら守守りり後後世世にに継継承承すするるここととはは大大変変重重要要でですす。。そそここ

でで，，城城郭郭石石垣垣やや伝伝統統的的木木造造建建築築物物のの災災害害リリススククをを調調査査しし，，防防災災対対策策をを提提案案しし

てていいまますす。。右右図図はは石石垣垣模模型型をを用用いいたた振振動動台台実実験験のの様様子子でですす。。  

  

【【ラライイフフラライインンのの地地震震防防災災】】  

上上水水道道施施設設のの地地震震被被害害にによよるる断断水水はは人人々々のの生生活活やや消消火火活活動動にに大大ききなな影影響響をを

与与ええまますす。。そそここでで，，GGIISSをを用用いいてて管管路路のの被被害害予予測測をを行行いい，，振振動動台台実実験験でで被被害害軽軽

減減技技術術をを開開発発ししてていいまますす。。右右図図はは福福井井地地震震をを想想定定ししたた場場合合のの福福井井市市のの上上水水

道道配配水水管管のの被被害害推推定定結結果果でですす。。  

  

【【ウウェェブブ版版地地震震防防災災支支援援シシスステテムム】】  

11994488 年年福福井井地地震震等等のの災災害害資資料料ををデデジジタタルルアアーーカカイイブブ化化ししててイインンタターーネネッットト上上でで

公公開開しし，，地地震震防防災災のの啓啓発発やや教教育育にに活活用用ししてていいまますす。。右右図図はは福福井井地地震震ににおおけけるる

家家屋屋倒倒壊壊率率とと液液状状化化のの分分布布をを GGooooggllee  MMaappss でで表表示示ししたたももののでですす。。  

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  環環境境都都市市工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

地震被害の予測と対策に関する技術開発 

 

氏氏名名：：      吉吉田田  雅雅穂穂／／YYOOSSHHIIDDAA  MMaassaahhoo  EE--mmaaiill：：  mmaassaahhoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  

土土木木学学会会，，地地盤盤工工学学会会，，日日本本建建築築学学会会，，日日本本自自然然災災害害学学会会，，日日本本地地

震震工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会，，国国際際地地盤盤災災害害軽軽減減機機構構，，関関西西ラライイフフ

ラライインン研研究究会会，，福福井井県県木木材材利利用用研研究究会会，，福福井井地地域域地地盤盤防防災災研研究究所所  

キキーーワワーードド：：  地地震震，，防防災災，，減減災災，，木木材材，，文文化化財財建建造造物物，，ラライイフフラライインン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・液液状状化化のの予予測測とと対対策策  

・・構構造造物物やや工工業業製製品品のの振振動動特特性性  

・・地地域域のの地地震震防防災災計計画画  
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情報・通信部門 
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

HDL によるシステム設計 

 

氏氏名名：：      青青山山  義義弘弘／／AAOOYYAAMMAA  YYoosshhiihhiirroo  EE--mmaaiill：：  yyffaa@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  組組込込みみシシスステテムム，，FFPPGGAA 開開発発，，HHDDLL 設設計計  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

HHDDLL((HHaarrddwwaarree  DDeessccrriippttiioonn  LLaanngguuaaggee))はは論論理理回回路路ややシシスステテムムのの振振るる舞舞いいをを記記述述すするるたためめのの言言語語でですす。。CCやや JJaavvaa 言言

語語ががププロロググララムムのの振振るる舞舞いいをを記記述述すするるののとと同同じじよよううなな感感覚覚でで設設計計出出来来まますす。。LLSSII にに含含ままれれるる回回路路のの規規模模がが膨膨大大にに

ななっったた現現在在，，回回路路図図ででデデジジタタルル回回路路をを設設計計すするるよよううででははととててもも間間にに合合わわなないいののでで，，HHDDLL でで設設計計しし，，ココンンピピュューータタにに自自

動動設設計計ををささせせてて合合理理化化ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

組組みみ込込みみシシスステテムム((EEmmbbeeddddeedd  ssyysstteemm))  ととはは，，特特定定のの機機能能をを実実現現すするるたためめにに家家電電製製品品やや機機械械等等にに組組みみ込込ままれれるるココ

ンンピピュューータタシシスステテムムののここととでですす。。身身のの回回りりのの家家電電品品をを含含めめ様様々々ななシシスステテムムににママイイココンンやや LLSSII がが搭搭載載さされれ動動作作ししてていい

まますす。。  FFPPGGAA（（FFiieelldd--pprrooggrraammmmaabbllee  ggaattee  aarrrraayy））ととはは，，ここのの LLSSII をを工工場場にに発発注注すするるここととななくく自自前前でで構構成成ででききるる IICC でで，，

CCPPUU やや周周辺辺回回路路をを含含んんだだ独独自自ののママイイココンンもも作作るるここととががででききまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
─103─



  

- 104 - 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

個人の認知特性に応じた支援技術の開発研究 

 

氏氏名名：：      小小越越  咲咲子子／／  OOGGOOSSHHII  SSaakkiikkoo      EE--mmaaiill：：  ooggoosshhii@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE，，AACCMM，，日日本本設設備備管管理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  福福祉祉工工学学，，個個別別教教育育支支援援，，アアシシスステティィブブテテククノノロロジジーー，，IICCTT,,    BBMMII（（BBrraaiinn  MMaacchhiinnee  IInntteerrffaaccee））  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・個個人人のの認認知知特特性性にに応応じじたた支支援援技技術術  

・・福福祉祉工工学学  

・・個個人人のの認認知知特特性性にに応応じじたた教教育育支支援援技技術術ととそそのの評評価価  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

・・認認知知科科学学のの観観点点かからら人人をを支支援援すするるシシスステテムムのの研研究究開開発発をを行行っってていいまますす。。  

生生体体情情報報（（脳脳波波、、筋筋電電等等））、、行行動動情情報報（（ラライイフフロロググ：：GGPPSS 情情報報やや画画像像情情報報等等かからら得得らられれたた行行動動情情報報））、、学学習習情情報報（（ソソ

ーーシシャャルルススキキルルトトレレーーニニンンググ等等をを含含むむ広広義義のの学学習習））のの 33 つつのの観観点点かからら個個人人特特性性のの把把握握をを行行いいまますす。。  

ここれれらら情情報報かからら人人のの個個人人特特性性、、好好みみ、、生生活活パパタターーンン等等のの情情報報をを分分析析、、抽抽出出しし、、そそれれぞぞれれのの目目的的にに合合っったた支支援援シシスス

テテムムのの開開発発をを行行いいまますす。。  

  

  

研研究究テテーーママ  

①①個個人人特特性性にに応応じじたた教教育育支支援援シシスステテムムのの開開発発 hhttttppss::////wwwwww..ssoouummuu..ggoo..jjpp//mmaaiinn__ccoonntteenntt//000000665544773355..ppddff  
発発達達障障害害者者のの個個人人特特性性にに応応じじたた支支援援シシスステテムムににつついいてて、、現現在在実実証証実実験験をを  

福福井井教教職職員員組組合合、、福福井井大大学学，，株株式式会会社社日日立立ソソリリュューーシショョンンズズ東東日日本本とと行行っってていいまますす。。  

hhttttppss::////wwwwww..hhiittaacchhii--ssoolluuttiioonnss--eeaasstt..ccoo..jjpp//nneewwssrreelleeaassee//22002211//iicctt__11111166//iinnddeexx..hhttmmll  
  

  

②②人人をを支支援援すするるササポポーートトシシスステテムムのの開開発発  

IIooTT をを用用いいたた支支援援機機器器のの開開発発をを行行いい、、生生体体、、行行動動、、学学習習のの33点点かからら評評価価をを行行っってていいまますす。。例例ええばばココミミュュニニケケーーシショョンン

をを行行いいななががらら人人をを支支援援すするるシシスステテムムやや、、学学習習シシスステテムム、、音音楽楽ややアアロロママ、、ハハーーブブテティィーー・・薬薬茶茶等等ででリリララッッククススすするる支支援援

機機器器のの開開発発，，触触覚覚やや視視覚覚等等のの感感覚覚刺刺激激をを用用いいてて学学ぶぶ教教材材のの研研究究開開発発，，睡睡眠眠支支援援シシスステテムムのの開開発発研研究究等等をを行行っってて

いいまますす。。  

  

  

③③植植物物のの栽栽培培環環境境、、画画像像をを用用いいたた品品質質評評価価研研究究等等  

越越前前和和紙紙でで用用いいるるトトロロロロアアオオイイ等等のの生生薬薬植植物物のの栽栽培培にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。  

重重慶慶市市中中薬薬研研究究院院ととのの共共同同研研究究でで生生薬薬のの品品質質評評価価のの研研究究をを行行っってていいまますす。。  
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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

個人の認知特性に応じた支援技術の開発研究 

 

氏氏名名：：      小小越越  咲咲子子／／  OOGGOOSSHHII  SSaakkiikkoo      EE--mmaaiill：：  ooggoosshhii@@ffuukkuuii..kkoosseenn--aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE，，AACCMM，，日日本本設設備備管管理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  福福祉祉工工学学，，個個別別教教育育支支援援，，アアシシスステティィブブテテククノノロロジジーー，，IICCTT,,    BBMMII（（BBrraaiinn  MMaacchhiinnee  IInntteerrffaaccee））  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・個個人人のの認認知知特特性性にに応応じじたた支支援援技技術術  

・・福福祉祉工工学学  

・・個個人人のの認認知知特特性性にに応応じじたた教教育育支支援援技技術術ととそそのの評評価価  

 
研研究究内内容容：：    

  

  

・・認認知知科科学学のの観観点点かからら人人をを支支援援すするるシシスステテムムのの研研究究開開発発をを行行っってていいまますす。。  

生生体体情情報報（（脳脳波波、、筋筋電電等等））、、行行動動情情報報（（ラライイフフロロググ：：GGPPSS 情情報報やや画画像像情情報報等等かからら得得らられれたた行行動動情情報報））、、学学習習情情報報（（ソソ

ーーシシャャルルススキキルルトトレレーーニニンンググ等等をを含含むむ広広義義のの学学習習））のの 33 つつのの観観点点かからら個個人人特特性性のの把把握握をを行行いいまますす。。  

ここれれらら情情報報かからら人人のの個個人人特特性性、、好好みみ、、生生活活パパタターーンン等等のの情情報報をを分分析析、、抽抽出出しし、、そそれれぞぞれれのの目目的的にに合合っったた支支援援シシスス

テテムムのの開開発発をを行行いいまますす。。  

  

  

研研究究テテーーママ  

①①個個人人特特性性にに応応じじたた教教育育支支援援シシスステテムムのの開開発発 hhttttppss::////wwwwww..ssoouummuu..ggoo..jjpp//mmaaiinn__ccoonntteenntt//000000665544773355..ppddff  
発発達達障障害害者者のの個個人人特特性性にに応応じじたた支支援援シシスステテムムににつついいてて、、現現在在実実証証実実験験をを  

福福井井教教職職員員組組合合、、福福井井大大学学，，株株式式会会社社日日立立ソソリリュューーシショョンンズズ東東日日本本とと行行っってていいまますす。。  

hhttttppss::////wwwwww..hhiittaacchhii--ssoolluuttiioonnss--eeaasstt..ccoo..jjpp//nneewwssrreelleeaassee//22002211//iicctt__11111166//iinnddeexx..hhttmmll  
  

  

②②人人をを支支援援すするるササポポーートトシシスステテムムのの開開発発  

IIooTT をを用用いいたた支支援援機機器器のの開開発発をを行行いい、、生生体体、、行行動動、、学学習習のの33点点かからら評評価価をを行行っってていいまますす。。例例ええばばココミミュュニニケケーーシショョンン

をを行行いいななががらら人人をを支支援援すするるシシスステテムムやや、、学学習習シシスステテムム、、音音楽楽ややアアロロママ、、ハハーーブブテティィーー・・薬薬茶茶等等ででリリララッッククススすするる支支援援

機機器器のの開開発発，，触触覚覚やや視視覚覚等等のの感感覚覚刺刺激激をを用用いいてて学学ぶぶ教教材材のの研研究究開開発発，，睡睡眠眠支支援援シシスステテムムのの開開発発研研究究等等をを行行っってて

いいまますす。。  

  

  

③③植植物物のの栽栽培培環環境境、、画画像像をを用用いいたた品品質質評評価価研研究究等等  

越越前前和和紙紙でで用用いいるるトトロロロロアアオオイイ等等のの生生薬薬植植物物のの栽栽培培にに関関すするる研研究究をを行行っってていいまますす。。  

重重慶慶市市中中薬薬研研究究院院ととのの共共同同研研究究でで生生薬薬のの品品質質評評価価のの研研究究をを行行っってていいまますす。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【次次世世代代 RRFFIIDD 探探索索シシスステテムムのの実実現現をを目目指指ししたた MMHHzz 帯帯かからら TTHHzz 帯帯ににおおけけるる電電磁磁波波のの伝伝送送特特性性のの解解明明】】  

雪雪崩崩・・土土砂砂崩崩れれ・・噴噴火火ななどど自自然然災災害害のの多多いいわわがが国国ににおおいいてて，，災災害害救救助助のの迅迅速速化化はは喫喫緊緊のの課課題題ででああるる。。登登山山者者

ななどどにに RRFFIIDD タタググをを身身ににつつけけててももららううここととでで，，災災害害時時にに雪雪・・土土砂砂・・火火山山灰灰中中をを探探索索すするる方方法法がが考考ええらられれるるがが，，各各遮遮蔽蔽

物物にによよるる伝伝送送特特性性のの変変化化はは未未解解明明ででああるる。。本本研研究究でではは雪雪・・土土砂砂・・火火山山灰灰等等のの各各遮遮蔽蔽物物内内ににおおけけるる電電磁磁波波のの伝伝送送

特特性性をを MMHHzz 帯帯かからら TTHHzz 帯帯ままでで広広くく調調べべ明明確確ににすするるここととでで，，通通信信にに使使うう最最適適波波長長をを明明ららかかににすするるここととをを目目的的ととししてていい

るる。。MMHHzz 帯帯でではは市市販販のの RRFFIIDD モモジジュューールルをを，，SSuubb--TTHHzz 帯帯ででははレレーーザザーーカカオオススをを用用いいたたテテララヘヘルルツツ分分光光シシスステテムムをを使使

用用ししてていいるる。。  
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Measurement system for MHz Measurement system for Sub-THz

研研究究タタイイトトルル：：  

各種遮蔽物内における電磁波の伝送特性の解明 

 

氏氏名名：：      川川上上由由紀紀／／KKAAWWAAKKAAMMII  YYuukkii  EE--mmaaiill：：  kkaawwaakkaammii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会、、IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  アアンンテテナナ，，メメタタママテテリリアアルル，，RRFFIIDD，，テテララヘヘルルツツ分分光光  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

DDeeeeppLLeeaarrnniinngg  BBOOXX//AAllpphhaa  ((ジジーーデデッッププ・・アアドドババンンスス))  唾唾液液アアミミララーーゼゼモモニニタターー（（ニニププロロ））  

BBeeaammbbooxx  PPrroo（（ママイイククロロボボーードド・・テテククノノロロジジーー））    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

機機械械学学習習をを用用いいたた骨骨格格認認識識モモデデルルをを構構築築しし、、画画像像かからら頭頭部部やや各各関関節節位位置置をを推推定定すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

OctConv を利用したモデルのアーキテクチャ              データ損失の変化  

  

  

  

機機械械学学習習をを用用いいたた音音声声解解析析モモデデルルをを構構築築しし、、音音楽楽かからら自自動動採採譜譜すするるシシスステテムムをを開開発発。。  
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研研究究タタイイトトルル：：  

高性能 GPU を用いた機械学習に関する研究 

 

氏氏名名：：      小小松松  貴貴大大／／KKOOMMAATTSSUU  TTaakkaahhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkoommaattssuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本神神経経科科学学学学会会，，日日本本神神経経回回路路学学会会  

キキーーワワーードド：：  機機械械学学習習，，骨骨格格認認識識，，自自動動作作曲曲，，知知覚覚・・認認知知，，視視覚覚運運動動，，運運動動学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機械械学学習習をを用用いいたた予予測測シシスステテムムやや判判断断シシスステテムム  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

DDeeeeppLLeeaarrnniinngg  BBOOXX//AAllpphhaa  ((ジジーーデデッッププ・・アアドドババンンスス))  唾唾液液アアミミララーーゼゼモモニニタターー（（ニニププロロ））  

BBeeaammbbooxx  PPrroo（（ママイイククロロボボーードド・・テテククノノロロジジーー））    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

機機械械学学習習をを用用いいたた骨骨格格認認識識モモデデルルをを構構築築しし、、画画像像かからら頭頭部部やや各各関関節節位位置置をを推推定定すするる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

      

OctConv を利用したモデルのアーキテクチャ              データ損失の変化  

  

  

  

機機械械学学習習をを用用いいたた音音声声解解析析モモデデルルをを構構築築しし、、音音楽楽かからら自自動動採採譜譜すするるシシスステテムムをを開開発発。。  
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研研究究タタイイトトルル：：  

高性能 GPU を用いた機械学習に関する研究 

 

氏氏名名：：      小小松松  貴貴大大／／KKOOMMAATTSSUU  TTaakkaahhiirroo  EE--mmaaiill：：  kkoommaattssuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本神神経経科科学学学学会会，，日日本本神神経経回回路路学学会会  

キキーーワワーードド：：  機機械械学学習習，，骨骨格格認認識識，，自自動動作作曲曲，，知知覚覚・・認認知知，，視視覚覚運運動動，，運運動動学学習習  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・機機械械学学習習をを用用いいたた予予測測シシスステテムムやや判判断断シシスステテムム  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

 地地域域のの安安全全情情報報発発信信をを目目的的ととししたた緊緊急急連連絡絡シシスステテムムをを丹丹南南地地域域のの学学校校対対象象にに無無償償ででササーービビススをを提提供供ししてていい

まますす。。  

現現在在、、越越前前市市のの全全小小中中学学校校おおよよびび鯖鯖江江市市のの半半数数のの小小中中学学校校でで、、不不審審者者ななどどのの情情報報をを保保護護者者にに発発信信すするるたためめ

にに利利用用さされれてていいまますす。。  

 ここれれららののシシスステテムムはは災災害害発発生生時時のの緊緊急急連連絡絡ににもも応応用用さされれてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

丹南地域緊急連絡システム 

 

氏氏名名：：      斉斉藤藤  徹徹／／SSAAIITTOO  TToouurruu  EE--mmaaiill：：  ttssaaiittoohh@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，情情報報処処理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  イインンタターーネネッットト，，緊緊急急連連絡絡シシスステテムム  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

 タタンンパパクク質質やや核核酸酸ななどど生生体体高高分分子子のの構構造造をを，，分分子子シシミミュュレレーーシショョンンにによよりり再再現現しし解解析析すするるここととをを目目標標ととししてていい

るる。。  

 酵酵素素基基質質複複合合体体ややそそれれららのの活活性性中中心心のの予予測測やや挙挙動動をを解解析析すするるここととにによよりり，，よよりり高高活活性性なな酵酵素素のの開開発発ななどどにに

利利用用可可能能ででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

分子動力学法による生体高分子の機能解析 

 

氏氏名名：：      佐佐々々  和和洋洋／／SSAASSAA  KKaazzuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  ssaassaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会  

キキーーワワーードド：：  分分子子シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  物物質質工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

 タタンンパパクク質質やや核核酸酸ななどど生生体体高高分分子子のの構構造造をを，，分分子子シシミミュュレレーーシショョンンにによよりり再再現現しし解解析析すするるここととをを目目標標ととししてていい

るる。。  

 酵酵素素基基質質複複合合体体ややそそれれららのの活活性性中中心心のの予予測測やや挙挙動動をを解解析析すするるここととにによよりり，，よよりり高高活活性性なな酵酵素素のの開開発発ななどどにに

利利用用可可能能ででああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

分子動力学法による生体高分子の機能解析 

 

氏氏名名：：      佐佐々々  和和洋洋／／SSAASSAA  KKaazzuuhhiirroo  EE--mmaaiill：：  ssaassaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本化化学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会  

キキーーワワーードド：：  分分子子シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

【【ププロロググララムム言言語語にによよるる演演習習とと利利用用事事例例】】  

ププロロググララムム言言語語授授業業支支援援  

低低学学年年：：ププロロググララムム言言語語学学習習のの授授業業・・演演習習支支援援  

高高学学年年：：ププロロググララムムでで行行ううココンンピピュューータタをを使使用用ししたた数数値値計計算算演演習習・・学学生生実実験験支支援援  

  

  

  

  

  

  

  

電電子子情情報報工工学学科科 11 学学年年のの授授業業支支援援ととししてて担担当当ししたた専専門門基基礎礎演演習習「「ママイイココンンででププロロググララミミンンググ」」ににつついいてて，，第第 6666 回回

（（平平成成 3300 年年度度））応応用用物物理理学学会会春春季季学学術術講講演演会会ににてて発発表表。。  

「「ママイイココンンをを使使用用ししたた低低学学年年学学生生のの情情報報基基礎礎総総合合演演習習」」  

使使用用環環境境のの確確認認，，周周辺辺機機器器のの接接続続，，ププロロググララムム演演習習，，  

信信号号制制御御回回路路のの拡拡張張のの各各演演習習とと学学生生のの自自己己ススキキルル評評価価  

  

  

  

  

  

  

ココンンピピュューータタをを利利用用ししたた考考古古学学資資料料解解析析のの支支援援（（～～  平平成成 1199 年年））  

  資資料料のの画画像像認認識識，，デデーータタ集集約約ののシシスステテムム化化にに関関すするる共共同同研研究究  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ププロロググララムム言言語語にによよるる演演習習とと利利用用事事例例 

 

氏氏名名：：      清清水水  幹幹郎郎／／SSHHIIMMIIZZUU  MMiikkiioo  EE--mmaaiill：：  mmsshhiimmiizzuu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：  学学士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会教教育育分分科科会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  アアルルゴゴリリズズムム理理論論，，ププロロググララミミンンググ言言語語，，情情報報理理論論  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・教教育育研研究究支支援援セセンンタターー  「「小小学学生生夏夏休休みみ親親子子科科学学教教室室」」  

・・電電子子情情報報工工学学科科  「「ススママーートトフフォォンンのの WWeebb ゲゲーームムアアププリリをを作作ろろうう！！」」  

・・子子どどももゆゆめめ基基金金助助成成活活動動団団体体  「「子子どどもものの体体験験活活動動  ：：  小小学学生生対対象象科科学学教教室室」」  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

【【地地域域保保育育園園をを IICCTT ででササポポーートト】】  

IICCTT にによよりり地地域域保保育育園園のの業業務務負負担担をを軽軽減減すするるシシスステテムムのの研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

ママルルチチカカメメララにによよるる午午睡睡チチェェッッククロロガガーー  

 市市販販ののウウェェブブカカメメララ等等をを使使用用しし、、複複数数カカメメララのの画画像像をを統統合合  

 機機械械学学習習ににてて園園児児のの顔顔をを識識別別、、顔顔向向ききをを検検出出  

 検検出出結結果果ををフファァイイルル出出力力  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

音音声声識識別別にによよるる行行動動判判別別  

 機機械械学学習習ににてて音音声声デデーータタをを識識別別すするるここととでで、、行行動動記記録録（（ラライイフフロロググ））をを取取得得すするる  

  

【【セセンンササーーネネッットトワワーークク】】  

省省電電力力長長距距離離無無線線通通信信（（LLPPWWAA））のの一一種種ででああるる，，LLooRRaa をを通通信信手手段段ととししてて使使用用すするる IIooTT シシスステテムムのの構構築築にに関関すするる

研研究究をを  

行行っってていいまますす。。  

    

（（例例））環環境境放放射射線線のの測測定定デデーータタ可可視視化化  

  

  

 

（〇：仰向け △：横向き ×：うつ伏せ） 

A 

B 

C 

D 

E 
顔識別 

向き判定 
結果出力 

研研究究タタイイトトルル：：  

マルチカメラによる午睡チェックロガー開発 

 

氏氏名名：：      内内藤藤  岳岳史史／／NNAAIITTOOUU  TTaakkeeffuummii  EE--mmaaiill：：  nnaaiittoouu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：  学学士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  保保育育業業務務 IICCTT,,  IIooTT，，セセンンササーーネネッットトワワーークク，，業業務務効効率率化化,,  RRPPAA,,  情情報報セセキキュュリリテティィ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・通通信信規規格格ととししてて LLooRRaa をを用用いいるる IIooTT シシスステテムムのの構構築築  

・・IICCTT をを用用いいたた業業務務効効率率化化にに関関すするる内内容容  

－－シシスステテムムのの構構築築  

－－RRPPAA にによよるる業業務務自自動動化化  

・・情情報報処処理理安安全全確確保保支支援援士士ととししてて，，情情報報セセキキュュリリテティィ全全般般にに関関すするる内内容容  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

【【地地域域保保育育園園をを IICCTT ででササポポーートト】】  

IICCTT にによよりり地地域域保保育育園園のの業業務務負負担担をを軽軽減減すするるシシスステテムムのの研研究究をを行行っってていいまますす。。  

  

ママルルチチカカメメララにによよるる午午睡睡チチェェッッククロロガガーー  

 市市販販ののウウェェブブカカメメララ等等をを使使用用しし、、複複数数カカメメララのの画画像像をを統統合合  

 機機械械学学習習ににてて園園児児のの顔顔をを識識別別、、顔顔向向ききをを検検出出  

 検検出出結結果果ををフファァイイルル出出力力  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

音音声声識識別別にによよるる行行動動判判別別  

 機機械械学学習習ににてて音音声声デデーータタをを識識別別すするるここととでで、、行行動動記記録録（（ラライイフフロロググ））をを取取得得すするる  

  

【【セセンンササーーネネッットトワワーークク】】  

省省電電力力長長距距離離無無線線通通信信（（LLPPWWAA））のの一一種種ででああるる，，LLooRRaa をを通通信信手手段段ととししてて使使用用すするる IIooTT シシスステテムムのの構構築築にに関関すするる

研研究究をを  

行行っってていいまますす。。  

    

（（例例））環環境境放放射射線線のの測測定定デデーータタ可可視視化化  

  

  

 

（〇：仰向け △：横向き ×：うつ伏せ） 

A 

B 

C 

D 

E 
顔識別 

向き判定 
結果出力 

研研究究タタイイトトルル：：  

マルチカメラによる午睡チェックロガー開発 

 

氏氏名名：：      内内藤藤  岳岳史史／／NNAAIITTOOUU  TTaakkeeffuummii  EE--mmaaiill：：  nnaaiittoouu@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術専専門門職職員員  学学位位：：  学学士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  保保育育業業務務 IICCTT,,  IIooTT，，セセンンササーーネネッットトワワーークク，，業業務務効効率率化化,,  RRPPAA,,  情情報報セセキキュュリリテティィ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・通通信信規規格格ととししてて LLooRRaa をを用用いいるる IIooTT シシスステテムムのの構構築築  

・・IICCTT をを用用いいたた業業務務効効率率化化にに関関すするる内内容容  

－－シシスステテムムのの構構築築  

－－RRPPAA にによよるる業業務務自自動動化化  

・・情情報報処処理理安安全全確確保保支支援援士士ととししてて，，情情報報セセキキュュリリテティィ全全般般にに関関すするる内内容容  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

  全全衛衛生生環環境境をを構構築築すするるここととをを目目的的ととししたたググルルーーププのの活活動動ととししてて、、ママイイココンンととセセンンササかからら各各種種温温度度をを自自動動計計測測しし、、ササ

ーーババにに情情報報をを送送信信すするる測測定定器器のの製製作作をを行行っってていいまますす。。主主にに送送らられれたた情情報報をを基基ににググララフフ等等をを表表示示すするるホホーームムペペーージジ

のの構構築築ややププロロググララムムのの作作成成をを担担当当ししてていいまますす（（図図１１））。。ままたたそそれれららのの情情報報ををよよりり分分かかりりややすすくく伝伝ええるるたためめのの可可視視化化

（（見見ええるる化化））もも試試みみてていいまますす（（図図２２））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図１１  ママイイココンン等等をを用用いいたたデデーータタ計計測測  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図２２  温温度度情情報報のの可可視視化化  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

WBGT（熱中症指数）の自動計測および可視化 

 

氏氏名名：：      中中村村  孝孝史史／／NNAAKKAAMMUURRAA  TTaakkaaffuummii  EE--mmaaiill：：  nnaakkaammuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：  学学士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  自自動動化化・・安安全全衛衛生生  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

専専門門分分野野をを活活かかししたた公公開開講講座座やや出出前前授授業業のの支支援援をを行行っってておおりりまますす。。活活動動のの一一部部はは教教育育研研

究究支支援援セセンンタターーホホーームムペペーージジ((hhttttpp::////wwwwww..ttsscc..ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp//))ででもも公公開開ししてておおりりまますす。。  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

事事例例１１  振振込込詐詐欺欺電電話話撃撃退退技技術術のの開開発発  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

振振りり込込めめ詐詐欺欺ななどどのの電電話話をを使使っったた詐詐欺欺通通話話をを音音声声認認識識とと詐詐欺欺通通話話判判定定をを行行うう AAII をを使使っってて検検出出しし，，被被害害をを防防止止すす

るる．．電電話話機機でではは会会話話内内容容ををデディィジジタタルル化化ししててイインンタターーネネッットトをを介介ししたた音音声声認認識識機機能能をを使使っっててリリアアルルタタイイムムででテテキキスストト

化化しし，，ささららにに詐詐欺欺電電話話ででああるる可可能能性性をを，，人人工工知知能能をを用用いいてて判判定定すするる．．詐詐欺欺電電話話のの可可能能性性がが高高けけれればば（（回回線線をを切切断断

すするるだだけけでではは発発信信者者側側にに詐詐欺欺電電話話とと判判断断ししたたここととがが伝伝わわららなないいたためめ））事事前前にに登登録録さされれてていいるる親親族族ももししくくはは捜捜査査機機関関

にに発発信信ししてて電電話話会会議議をを開開設設ししてて第第 33 者者をを割割りり込込まませせるる．．技技術術的的ににはは既既存存電電話話回回線線，，ススママーートトフフォォンンななどどののソソフフトトフフォォ

ンンななどどにに応応用用可可能能ででああるる．．ままたた電電話話機機にに実実装装すするるここととでで，，通通信信のの秘秘密密のの保保護護義義務務にに抵抵触触ししなないい．．  

  

  

  

事事例例 22  

  アアププリリケケーーシショョンンササーーババののママイイククロロササーービビスス化化にに伴伴うう，，ココンンテテナナーー間間ののネネッットトワワーークク性性能能測測定定技技術術．．  

ココンンテテナナーーやや仮仮想想ママシシンンのの VVLLAANN 接接続続，，実実ネネッットトワワーークク接接続続，，内内部部仮仮想想ネネッットトワワーークク接接続続ななどど多多様様なな構構成成  

ごごととのの性性能能比比較較技技術術．．  

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワークソフトウェア関係技術開発 

 

氏氏名名：：      波波多多  浩浩昭昭／／HHAATTAA  HHiirrooaakkii  EE--mmaaiill：：  hhaattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  イインンタターーネネッットト，，企企業業ネネッットトワワーークク，，仮仮想想ネネッットトワワーークク  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ネネッットトワワーークク仮仮想想化化  仮仮想想ママシシンン  

・・仮仮想想ママシシンン((kkvvmm))  

・・ココンンテテナナーー((ddoocckkeerr))  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

事事例例１１  振振込込詐詐欺欺電電話話撃撃退退技技術術のの開開発発  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

振振りり込込めめ詐詐欺欺ななどどのの電電話話をを使使っったた詐詐欺欺通通話話をを音音声声認認識識とと詐詐欺欺通通話話判判定定をを行行うう AAII をを使使っってて検検出出しし，，被被害害をを防防止止すす

るる．．電電話話機機でではは会会話話内内容容ををデディィジジタタルル化化ししててイインンタターーネネッットトをを介介ししたた音音声声認認識識機機能能をを使使っっててリリアアルルタタイイムムででテテキキスストト

化化しし，，ささららにに詐詐欺欺電電話話ででああるる可可能能性性をを，，人人工工知知能能をを用用いいてて判判定定すするる．．詐詐欺欺電電話話のの可可能能性性がが高高けけれればば（（回回線線をを切切断断

すするるだだけけでではは発発信信者者側側にに詐詐欺欺電電話話とと判判断断ししたたここととがが伝伝わわららなないいたためめ））事事前前にに登登録録さされれてていいるる親親族族ももししくくはは捜捜査査機機関関

にに発発信信ししてて電電話話会会議議をを開開設設ししてて第第 33 者者をを割割りり込込まませせるる．．技技術術的的ににはは既既存存電電話話回回線線，，ススママーートトフフォォンンななどどののソソフフトトフフォォ

ンンななどどにに応応用用可可能能ででああるる．．ままたた電電話話機機にに実実装装すするるここととでで，，通通信信のの秘秘密密のの保保護護義義務務にに抵抵触触ししなないい．．  

  

  

  

事事例例 22  

  アアププリリケケーーシショョンンササーーババののママイイククロロササーービビスス化化にに伴伴うう，，ココンンテテナナーー間間ののネネッットトワワーークク性性能能測測定定技技術術．．  

ココンンテテナナーーやや仮仮想想ママシシンンのの VVLLAANN 接接続続，，実実ネネッットトワワーークク接接続続，，内内部部仮仮想想ネネッットトワワーークク接接続続ななどど多多様様なな構構成成  

ごごととのの性性能能比比較較技技術術．．  

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワークソフトウェア関係技術開発 

 

氏氏名名：：      波波多多  浩浩昭昭／／HHAATTAA  HHiirrooaakkii  EE--mmaaiill：：  hhaattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  イインンタターーネネッットト，，企企業業ネネッットトワワーークク，，仮仮想想ネネッットトワワーークク  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ネネッットトワワーークク仮仮想想化化  仮仮想想ママシシンン  

・・仮仮想想ママシシンン((kkvvmm))  

・・ココンンテテナナーー((ddoocckkeerr))  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：  周周波波数数をを有有効効にに利利用用すするる高高信信頼頼デディィジジタタルル無無線線シシスステテムムにに関関すするる研研究究  

地地上上波波をを用用いいるるデディィジジタタルル無無線線伝伝送送はは、、山山岳岳やや建建物物ななどどのの反反射射にによよりりママルルチチパパススとといいうう現現象象がが発発生生しし、、電電波波のの

品品質質をを低低下下ささせせるる。。ここののたためめ、、ママルルチチパパスス耐耐性性にに優優れれたた特特性性をを持持つつ直直交交周周波波数数分分割割多多重重 OOFFDDMM  ((OOrrtthhooggoonnaall  

FFrreeqquueennccyy  DDiivviissiioonn  MMuullttiipplleexxiinngg))のの無無線線シシスステテムムがが、、ここれれままででにに広広くく実実用用化化さされれててききたた。。ししかかししななががらら OOFFDDMM はは送送信信

電電力力効効率率がが悪悪いいとといいうう課課題題ががあありり、、近近年年はは、、電電力力効効率率のの良良ささととママルルチチパパスス耐耐性性のの両両方方をを備備ええるる SSCC--FFDDEE  ((SSiinnggllee  

CCaarrrriieerr  --  FFrreeqquueennccyy  DDoommaaiinn  EEqquuaalliizzaattiioonn))  方方式式がが注注目目さされれてていいるる．．  

電電波波のの周周波波数数はは有有限限でであありり、、周周波波数数をを有有効効にに利利用用ででききるる手手法法のの追追及及はは永永遠遠のの課課題題ででああるる。。無無線線にによよるる伝伝送送距距

離離をを拡拡大大すするるたためめににはは、、リリピピーータターーをを用用いいてて周周波波数数をを変変ええてて電電波波干干渉渉をを避避けけななががらら伝伝送送距距離離をを拡拡大大すするるここととがが実実

用用的的ででああるるがが、、周周波波数数利利用用効効率率のの観観点点かかららははああままりり好好ままししくくなないい。。ここののたためめ、、同同じじ周周波波数数をを使使っってて信信号号をを劣劣化化ささせせ

るるここととななくく電電波波ををリリレレーー式式にに中中継継すするるブブーーススタターーのの技技術術をを実実現現すするるここととがが望望ままれれるる。。ししかかししななががらら，，ブブーーススタターーをを用用

いいるる場場合合，，送送信信アアンンテテナナかからら放放射射さされれたた電電波波がが受受信信アアンンテテナナにに回回りり込込みみ，，伝伝送送特特性性をを劣劣化化ささせせたたりり，，最最悪悪のの場場合合ブブ

ーーススタターー発発振振をを引引きき起起ここししたたりりすするる課課題題ががああるる．．  

SSCC--FFDDEE 方方式式ははブブーーススタターーをを用用いいてて同同一一周周波波数数にによよるるリリレレーー中中継継をを行行うう場場合合、、中中継継にによよるる信信号号劣劣化化がが無無いい DDFF  

((DDeeccooddee  aanndd  FFoorrwwaarrdd  rreellaayy))方方式式がが構構成成ででききるるここととにに着着目目しし、、SSCC--FFDDEE方方式式ににおおいいてて以以下下にに示示すす回回りり込込みみキキャャンンセセララ

をを使使っったたブブーーススタターーシシスステテムムのの研研究究をを行行っってていいるる。。  

  

・・受受信信信信号号とと再再送送信信信信号号のの相相関関演演算算をを行行いいそそのの誤誤差差をを最最小小化化すするる回回りり込込みみキキャャンンセセララ  

・・受受信信波波にに含含ままれれるるママルルチチパパススとと自自局局回回りり込込みみをを同同時時ににキキャャンンセセルルすするる回回りり込込みみキキャャンンセセララ  

・・予予めめ送送信信側側でで挿挿入入さされれたた SSCC--FFDDEE ののユユニニーーククワワーードドをを用用いいたた高高性性能能回回りり込込みみキキャャンンセセララ  

  

ママイイククロロ波波帯帯ややミミリリ波波帯帯ににここれれららのの技技術術をを適適用用すするるたためめ、、計計算算機機シシミミュュレレーーシショョンンをを行行いい、、シシスステテムムのの有有効効性性をを確確認認

すするる研研究究をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

回回りり込込みみキキャャンンセセルル機機能能付付ききブブーーススタターー                    単単一一周周波波数数ネネッットトワワーークク  （（SSFFNN））  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

高信頼ディジタル無線伝送に関する研究 

 

氏氏名名：：      濱濱住住  啓啓之之／／HHAAMMAAZZUUMMII  HHiirrooyyuukkii  EE--mmaaiill：：  hhaammaazzuummii@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  映映像像情情報報メメデディィアア学学会会、、電電子子情情報報通通信信学学会会  

キキーーワワーードド：：  デディィジジタタルル無無線線、、シシミミュュレレーーシショョンン、、単単一一周周波波数数ネネッットトワワーークク、、アアンンテテナナ、、電電波波伝伝搬搬  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ワワイイヤヤレレススカカメメララ、、ワワイイヤヤレレススママイイククななどど、、映映像像・・音音声声信信号号のの無無線線伝伝送送シシスステテムム  

・・OOFFDDMM  ((OOrrtthhooggoonnaall  FFrreeqquueennccyy  DDiivviissiioonn  MMuullttiipplleexxiinngg))無無線線シシスステテムム  

・・SSCC--FFDDEE((SSiinnggllee  CCaarrrriieerr  FFrreeqquueennccyy  DDoommaaiinn  EEqquuaalliizzaattiioonn))無無線線シシスステテムム  

・・ＳＳＦＦＮＮ（（SSiinnggllee  FFrreeqquueennccyy  NNeettwwoorrkk））構構築築技技術術  

 

 

f 1   回り込み波 

SC復調・再変調 + 

f 1 f 1 

FIRフィルタ 

+ 
－ 

係数演算 

 

 

 

回り込み波のレプリカ生成 
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

・・遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外光光検検出出器器のの高高感感度度・・高高速速化化をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた検検出出器器のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  

  

現現在在，，遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外((MMIIRR))領領域域はは，，環環境境計計測測，，分分光光にによよるる血血糖糖値値のの測測定定，，電電波波望望遠遠鏡鏡等等へへのの利利用用がが期期待待さされれ

てていいまますす。。ししかかしし，，ここれれららのの領領域域はは，，光光源源・・検検出出器器共共にに技技術術がが十十分分にに確確立立さされれてておおららずず，，未未開開拓拓周周波波数数とと呼呼ばばれれてて

いいまますす。。そそここでで現現在在，，MMIIRR 領領域域にに於於いいててはは，，アアンンテテナナをを利利用用ししたた MMIIRR 検検出出器器のの研研究究がが行行わわれれてていいまますす。。但但しし，，従従来来

のの MMIIRR アアンンテテナナ研研究究でではは，，アアンンテテナナイインンピピーーダダンンススのの評評価価方方法法がが確確立立さされれてていいまませせんんででししたた。。そそここでで，，中中赤赤外外光光をを

受受信信可可能能ななアアンンテテナナののイインンピピーーダダンンスス評評価価方方法法ににつついいててのの研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，中中赤赤外外光光検検出出器器のの性性能能向向

上上をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた光光検検出出器器のの検検討討もも行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

中赤外光検出器の為のアンテナに関する研究 

 

氏氏名名：：      堀堀川川  隼隼世世／／HHOORRIIKKAAWWAA  JJuunnsseeii  EE--mmaaiill：：  ookkuubboo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  アアンンテテナナ，，中中赤赤外外光光検検出出器器，，シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

・・遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外光光検検出出器器のの高高感感度度・・高高速速化化をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた検検出出器器のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  

  

現現在在，，遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外((MMIIRR))領領域域はは，，環環境境計計測測，，分分光光にによよるる血血糖糖値値のの測測定定，，電電波波望望遠遠鏡鏡等等へへのの利利用用がが期期待待さされれ

てていいまますす。。ししかかしし，，ここれれららのの領領域域はは，，光光源源・・検検出出器器共共にに技技術術がが十十分分にに確確立立さされれてておおららずず，，未未開開拓拓周周波波数数とと呼呼ばばれれてて

いいまますす。。そそここでで現現在在，，MMIIRR 領領域域にに於於いいててはは，，アアンンテテナナをを利利用用ししたた MMIIRR 検検出出器器のの研研究究がが行行わわれれてていいまますす。。但但しし，，従従来来

のの MMIIRR アアンンテテナナ研研究究でではは，，アアンンテテナナイインンピピーーダダンンススのの評評価価方方法法がが確確立立さされれてていいまませせんんででししたた。。そそここでで，，中中赤赤外外光光をを

受受信信可可能能ななアアンンテテナナののイインンピピーーダダンンスス評評価価方方法法ににつついいててのの研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，中中赤赤外外光光検検出出器器のの性性能能向向

上上をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた光光検検出出器器のの検検討討もも行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

中赤外光検出器の為のアンテナに関する研究 

 

氏氏名名：：      堀堀川川  隼隼世世／／HHOORRIIKKAAWWAA  JJuunnsseeii  EE--mmaaiill：：  ookkuubboo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  アアンンテテナナ，，中中赤赤外外光光検検出出器器，，シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【多多重重様様相相論論理理】】  

定定理理自自動動証証明明器器のの実実装装  

  

日日常常的的なな論論理理思思考考をを形形式式化化ししたた様様相相論論理理にに対対すするる

定定理理自自動動証証明明ププロロググララムムをを実実装装ししてていいまますす（（下下図図））。。特特

にに認認識識論論理理とと時時間間論論理理をを融融合合ししたた多多重重様様相相論論理理をを研研

究究対対象象ととししてていいまますす。。定定理理のの真真偽偽をを自自動動判判断断すするるこことと

をを利利用用ししてて，，ププロロググララムム検検証証分分野野へへのの応応用用もも試試みみてていい

まますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図１１  定定理理自自動動証証明明器器  

  

  

【【画画像像処処理理】】  

パパタターーンン認認識識・・最最適適解解探探索索  

  

画画像像処処理理とと最最適適解解探探索索をを用用いいてて，，画画像像上上のの特特定定物物体体

（（顔顔，，手手指指，，文文字字ななどど））をを検検出出ししてていいまますす。。ままたた，，パパタターーンン

認認識識にによよりり，，検検出出物物体体のの分分類類ににもも取取りり組組んんででいいまますす（（下下

図図））。。ささららにに，，動動画画像像処処理理にによよりり，，動動作作認認識識をを用用いいたたイインン

タタフフェェーースス開開発発もも試試みみてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図２２  画画像像処処理理をを用用いいたた文文字字認認識識  
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